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第２章 食を取り巻く現状と課題 

 

１ 食をめぐる社会情勢の変化  

 

 我が国では、高齢化が進行する中で、健康寿命の延伸や生活習慣病の予防が課題であり、

栄養バランスに配慮した食生活の重要性は増しています。 

また、人口減少や少子高齢化、世帯構造の変化など、食に関する価値観や暮らしの在り

方も多様化し、健全な食生活を実践することが困難な場面も増えています。 

食の供給面から見ると、農林漁業者は高齢化と減少が進んでおり、我が国の令和３年度

における食料自給率は、カロリーベースで３８％となっており、生産額ベースでは６３％

と食料の多くを海外からの輸入に頼っている状況となっていますが、一方では、食品ロス

が令和２年度推計で５２２万トン発生している状況となっています。 

また、日本各地においては、異常気象に伴う自然災害が頻発するなど、地球規模の気候

変動の影響が顕在化しており、食の在り方を考える上で、環境問題を避けることができな

くなっています。 

国際的な観点から見ると、平成２７年９月の国連サミットでは、「誰一人取り残さない」

社会の実現を目指すため、１７の目標と１６９のターゲットから成る「ＳＤＧｓ（持続可

能な開発目標）」を掲げています。 

ＳＤＧｓの目標には、「目標２．飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、

持続可能な農業を促進する」、「目標４．すべての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育

を提供し、生涯学習の機会を促進する」、「目標１２．持続可能な生産消費形態を確保する」

などの食育と関係が深い目標があります。 

さらに、新型コロナウイルス感染症の流行は、世界規模に拡大し、その影響は人々の生

命や生活のみならず、行動・意識・価値観にまで波及しました。 

このような情勢を踏まえ、命の源である食を見つめ直す契機ともなっており、食育の重

要性が高まっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：国際連合広報センター 
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 令和４年度の全国における子どもの朝食欠食割合は５．６％※１となっており、全国の割

合と比べ多い結果となっています。   

また、国の第４次食育推進基本計画における子どもの朝食欠食率の目標値は０％※２を目

指しており、欠食割合の減少に向けて継続した取り組みが必要です。 

２ 三笠市の食育の現状と課題 

 

食と健やかみんなの未来応援計画の策定にあたり検討課題を調査するため、令和４年９

月にアンケートを実施しました。 

調査対象者は、市内小中高校５校の全学年と市内の高校生・高齢者、市内保育所・認定こ

ども園の年長児の保護者と市内小学生の保護者が子どもについて回答する方式で９５７件

に配布し、６３４件の回答がありました。（回答率６６．２％） 

 

（１） 食と健康 

 

１ 朝食欠食について 

 

 朝食を食べている状況や朝食欠食と睡眠時間の関係性を調査し、朝食欠食の改善に向けた

対策を考えるため、以下の質問を行いました。 

 

□1  朝食は食べていますか  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生６．６％、中学生５．７％、高校生９．４％、高齢者１．３％がほぼ毎日朝食

を食べていない。（ほとんど食べない・まったく食べないに該当した人） 

参考※１ 

85.7%

85.7%

81.9%

93.4%

4.5%

6.7%

5.8%

3.2%

1.9%

2.2%

4.5%

3.8%

8.0%

2.1%

1.9%

1.4%

1.3%

0.7%

5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学生

中学生

高校生

高齢者

毎日食べている 週5・6 週3・4 ほとんど食べない まったく食べない 無回答

参考※２ 
農林水産省   
第４次食育推進基本計画 

 

参考※１ 
文部科学省 令和４年度  
全国学力・学習状況調査 
 



 

6 

 

第
２
章 

食
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題 

 最も多い時間帯は小学生９時間、中学生７時間、高校生６時間となりました。さらに高

校生の中には睡眠は５時間以下と回答する生徒も高校生全体の約２０％を占めています。 

国立睡眠財団より必要とされる睡眠時間の長さには個人差はありますが、小学生は約９

～１１時間、中・高生は約８～１０時間の睡眠が望ましいと示されています。また、限界

最短睡眠時間は小学生７～８時間、中高生７時間と示されているため※１、各世代に十分な

睡眠をとることを促す継続した取り組みが必要です。 

 

 

 

□2  普段（平日）の睡眠時間はどれくらいですか  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

  

睡眠時間は小学生１．４％、中学生１６．２％、高校生６７．４％が７時間未満で 

ある。 

 

あ 

参考※１ National Sleep Foundation  
国立睡眠財団 

9.1%

1.0%

51.0%

14.3%

0.7%

30.8%

30.5%

5.8%

7.0%

35.1％

25.4%

1.4%

13.3%

47.1%

2.9%

20.3%

0.7%

2.9%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学生

中学生

高校生

10時間以上 9時間 8時間 7時間 6時間 5時間以下 無回答
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 ５歳児５５．６％、小学生５６．９％、中学生４４．１％が適正体重を維持している一

方で、肥満傾向や痩身傾向の割合も年齢が高くなるにつれて多く見受けられます。全国の

５歳児男子３．６１％、５歳児女子３．７３％、１１歳男子１２．４８％、１１歳女子９．

４２％、１４歳男子１０．２５％、１４歳女子７．８０％が肥満傾向にあり※１、本市は比

較的高くなっていることから、適正体重を維持するための取り組みが必要です。 

 

 

 

 

２ ＢＭＩ値について 

 

肥満傾向を調査し、肥満の割合が多い場合は正しい食習慣や食事内容の改善に向けた対策

を考えるため、以下の質問を行いました。 

 

□1  身長、体重を教えてください（ローレル指数による体型の比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 

 

 

 

  

５歳児２７．８％、小学生１５．４％、中学生１４．０％が肥満傾向 

（太り気味・太りすぎに該当した人）にある。 

5.5%

3.1%

5.3%

11.1%

24.6%

36.6%

55.6%

56.9%

44.1%

7.7%

7.5%

27.8%

7.7%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

5歳児

小学生

中学生

やせ やせ気味 普通 太り気味 太りすぎ

参考※１ 文部科学省 令和３年度  
学校保健統計調査 
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 高校生の肥満１以上の割合が高くなっています。全国の１５～１９歳の肥満（ＢＭＩ２

５以上）割合が４．０％※１に対し、１３．７％と約３倍となっています。 

 高齢者は肥満１以上が２９．７％を占めており、全国の肥満（ＢＭＩ２５以上）割合２

８．８％※１に対し、若干高くなっています。また、本市のメタボ・メタボ予備軍のＢＭＩ

値が８．２％に対し、北海道は６．８％、全国は５．０％※2となっており、肥満割合は比

較的高くなっていることから、適正体重を維持するための取り組みが必要です。 

 

 

 

□2  身長、体重を教えてください（ＢＭＩによる体型の比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高校生１３．７％、高齢者２９．７％が肥満傾向（肥満１以上に該当した人） 

にある。 

参考※２ 
令和２年度 
三笠市国民健康保険医療費分析 
 

参考※１ 厚生労働省 令和元年  
国民健康・栄養調査報告 
 

17.4%

1.4%

68.9%

68.9%

11.4%

24.3%

2.3%

5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高校生

高齢者

やせ ふつう 肥満1 肥満2以上
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 ５～１７歳の子どもの適切な運動量として毎日、中～高強度（普通歩行以上）の運動を

平均して６０分以上行うべきと示されています。※１ 

全国の小学生男子８．８％、小学生女子１４．４％、中学生男子７．８％、中学生女子

１８．１％が全く運動しない（運動時間週６０分未満）※２に対し、本市の小学生は８．５％、

中学生は１９．０％と、比較的高い割合になっています。また、高校生は２６．８％と年

齢とともに割合が大きくなっており、運動は健康維持や成長に大きくかかわるため、生活

の中で運動習慣を身に付けることが大切です。 

 

 

 

３ 運動習慣について 

 

 運動と食事が健康に及ぼす影響は大きいことから運動をどれぐらい行っているか調査し、

運動習慣の改善に向けた対策を考えるため、以下の質問を行いました。 

 

□1  体育の時間以外で１時間以上の運動をどのくらいしていますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小学生８．５％、中学生１９．０％、高校生２６．８％が体育以外の時間に全く 

運動をしていない。 

 

参考※２ 
文部科学省 令和３年度   
全国体力・運動能力、 
運動習慣等調査結果 

参考※１ 
ＷＨＯ世界保健機構  
身体活動及び座位行動に 
関するガイドライン 

10.5%

14.3%

5.1%

19.0%

16.2%

7.2%

27.5%

16.2%

13.0%

26.1%

24.8%

40.6%

8.5%

19.0%

26.8%

8.4%

9.5%

7.3％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学生

中学生

高校生

毎日 週5~6回 週3~4回 週1~2回 運動はしていない 無回答
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高齢者は、健康を保つために週１５０～３００分の中強度（普通歩行や掃除、雪かきな

ど）の運動を行うべきと示されています。※１ 

本市の高齢者は運動習慣がない人が少なく、週３回以上運動している割合（性差・運動

強度は考慮していません。）は７０％を超えており、国の目標を達成しています。運動習慣

をつけることは筋力低下や食欲の低下などの予防につながり、健康で過ごすための重要な

習慣です。したがって、運動習慣のある高齢者を増加させ、健康状態の維持・向上に向け

た取り組みが必要です。 

 

 

 

□2  週にどのくらい体を積極的に動かしていますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高齢者５．４％が全く運動をしていない。 

 

参考※１ 
ＷＨＯ世界保健機構  
身体活動及び座位行動に 
関するガイドライン 

27.0% 13.5% 31.1% 20.3%

5.4% 2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高齢者

毎日 週5~6回 週3~4回 週1~2回 運動はしていない 無回答
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 国の第４次食育推進基本計画では、主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を１日２回以

上ほぼ毎日食べている国民の割合を令和２年度の現状値３６．４％から５０％以上※１にす

ることを目標としており、５歳児、小中高生ともに低いと考えられるため、食事バランス

の改善に向けた取り組みが必要です。 

 

 

 

４ 食事バランスについて 

 

 朝食の内容を確認し、食事バランスの改善に向けた対策を考えるため、以下の質問を行い

ました。 

 

□1  朝食で主食、主菜、副菜を組み合わせた食事を食べていますか  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※主食：ごはん、パン、麺類など   

主菜：肉や魚、卵、大豆などが中心の料理 

 副菜：野菜やきのこ、海藻などが中心の料理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

５歳児１１．１％、小学生２０．１％、中学生１２．０％、高校生３４．１％が 

主食、主菜、副菜を組み合わせたバランスの良い朝食を食べている。 

 

参考※１ 
農林水産省   
第４次食育推進基本計画 

 

11.1%

20.1%

12.0%

34.1%

88.9%

79.9%

88.0%

65.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

５歳児

小学生

中学生

高校生

食べている 食べていない
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 国の第４次食育推進基本計画では、１日あたりの食塩摂取量の平均値を令和元年度の現

状値１０．１ｇから８ｇ以下※１にすることを目標としており、食塩を控えめにすることに

よって、高血圧を防ぐなど健康維持に関わるため減塩に向けた取り組みが必要です。 

 

 

 

日頃の食習慣を確認し、減塩に向けた対策を考えるため、以下の質問を行いました。 

 

□2  味付けが濃い食べ物を好んで食べますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５歳児４４．４％、小学生３６．８％、中学生１４．３％、高校生１６．７％、 

高齢者１８．７％が味付けの濃い食べ物を好んで食べている。 

 

44.4%

36.8%

14.3%

16.7%

18.7%

38.9%

47.9%

46.7%

50.7%

30.7%

16.7%

13.9%

21.9%

18.1%

17.3%

1.4%

14.3%

6.5%

32.0%

2.8％

8.0%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

５歳児

小学生

中学生

高校生

高齢者

好む 少し好む 少し好まない 好まない 無回答

参考※１ 農林水産省   
第４次食育推進基本計画 
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塩分摂取量を控えるためには、麺料理摂取時に麺の汁を残す習慣は重要です。また、国

の第４次食育推進基本計画において減塩を推奨しており、食塩は控えめにすることによっ

て高血圧を防ぐなど健康維持に関わるため、減塩を啓発する取り組みが必要です。 

 

 

 

□3  麺類の汁（うどんやラーメンのつゆ）は全部飲みますか 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小学生４６．1％、中学生３１．４％、高校生２８．３％、高齢者４１．３％が 

麺の汁を飲む習慣がある。 

 

22.1%

9.5%

8.7%

17.3%

24.0%

21.9%

19.6%

24.0%

39.6%

42.9%

41.3%

34.7%

7.8%

11.4%

23.9%

22.7%

6.5%

14.3%

6.5%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学生

中学生

高校生

高齢者

飲む 半分以上飲む 少し飲む 飲まない 無回答
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 令和３年度の全国における国民のゆっくりよく噛んで食べる割合は４６．８％※１となっ

ており、全国の割合と比べ若干低い結果となっています。また、国の第４次食育推進基本

計画におけるゆっくりよく噛んで食べる国民を増やす割合の目標値は５５％以上※２を目

指しており、よく噛む割合の維持・さらなる増加に向けて継続した取り組みが必要です。 

 

 

 

５ 歯や口腔の健康について 

 

よく噛んで味わうことは口腔内の健康維持や早食いの抑制、繊細な味覚形成などにも関わ

ることから、よく噛んで味わって食べる習慣が身に付いているか調査し、食事習慣の改善に

向けた対策を考えるため、以下の質問を行いました。 

 

□1  よく噛んで味わって食べていますか  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

  

小学生４４．８％、中学生４２．９％、高校生３４．８％、高齢者３３．３％が 

よく噛んで食べている。 

参考※１ 
農林水産省    
食育に関する意識調査 
報告書（令和５年３月） 
 

参考※２ 農林水産省   
第４次食育推進基本計画 

44.8%

42.9%

34.8%

33.3%

38.3%

39.0%

54.3%

48.0%

10.4%

8.6%

2.9%

17.4％

6.5%

9.5%

8.0%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学生

中学生

高校生

高齢者

いつも 時間があるとき 何回かかんで味わわずに飲み込む 無回答
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国の第４次食育推進基本計画では、農林漁業体験を経験した国民（世帯）の割合の目標

値は７０％以上※１を目指しており、本市の小学生では目標値を下回っています。 

食料の生産から消費等に至るまでの食の循環は、多くの人々の様々な活動に支えられて

おり、そのことへの関心や理解を深めることが大切です。 

そのため、子どもの頃からの農林漁業体験が重要であるため、農林漁業体験への参加を

促す取り組みが必要です。 

 

 

 

（２）地産地消の推進 

 

１ 収穫体験について 

 

農林漁業体験は食べ物に対する意識や関心を向上させることから経験について調査し、体

験への参加を促すことや体験できる機会を設け、農林漁業体験の経験者の増加に向けた対策

を考えるため、以下の質問を行いました。 

 

□1  お子さんは農林漁業体験などに参加した経験はありますか  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

５歳児７７.８％、小学生６４.６％が農林漁業体験に参加したことがある。 

 

77.8%

64.6%

16.7%

34.7%

5.5％

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

5歳児

小学生

ある ない 無回答

参考※１ 農林水産省   
第４次食育推進基本計画 
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 ５歳児と小学生のどちらも趣味（家庭菜園や釣り）として家庭で農林漁業体験をしたこ

とがある人が最も多い結果となっています。農林漁業体験は食べ物を大切にする意識や食

べ物への関心などに影響するため、家庭での体験のほかにも、継続して農林漁業体験がで

きる機会をつくることが必要です。また、保育所等での体験は５歳児が３６.７％、小学生

が２６.９％であり、全体の約３０％を占める結果となっています。そのため、保育所等で

の体験は、農林漁業体験をする機会として重要であることから、継続した取り組みが必要

です。 

 

 

 

□2  どのような農林漁業体験に参加しましたか  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

  

５歳児４０.０％、小学生３１.５％が趣味（家庭菜園や釣り）として家庭で農林漁業

体験をしたことがある。 

 

26.9%

36.7%

15.9% 31.5％

40.0%

2.7%

3.3%

22.5%

20.0%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学生

5歳児

保育所等での体験 家族や親戚が農家、漁師関係 趣味（家庭菜園や釣り）

体験農業や漁業への参加 収穫体験（果物狩りなど） その他
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食品の産地をあまり意識していない割合は、５歳児保護者が７２.２％、小学生保護者

が５６.３％となっています。産地を意識して食品を選ぶことは、地元や被災地など自分

が応援したい地域の生産者を支えることにつながります。 

国の第４次食育推進基本計画では、産地や生産者を意識して農林水産物・食品を選ぶ国

民の割合の目標値を８０％以上※１としており、本市でも地域で生産された食品を意識して

選ぶことを促す取り組みが必要です。 

 

 

 

２ 食文化の継承について 

 

 本市で生産された食品を意識的に購入している人の割合を調査し、地産地消を促す対策を

考えるため、以下の質問を行いました。 

 

□1  三笠市で生産された食品を意識して購入していますか  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

５歳児保護者１１.１％、小学生保護者３９.５％（意識して購入している・お店で 

見かけたら買うに該当した人）が、食品を購入する際に三笠市で生産されたものを選択

している。 

 

7.6% 31.9%

11.1%

56.3%

72.2%

4.2%

11.1%

5.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学生保護者

5歳児保護者

意識して購入している お店で見かけたら買う あまり意識していない 買わない 無回答

参考※１ 農林水産省   
第４次食育推進基本計画 
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 ５歳児保護者では、本市の農産物の価格が高いと回答した割合は６０％となっていま

す。 

また、小学生保護者では、どこで売られているのか分からないと回答した割合が高いた

め、地域で生産された食品の購入しやすい環境づくりやＰＲが必要です。 

地産地消は地域の新鮮な食材が手に入れられるほか、地域の活性化や流通コストの削

減、輸送時に発生するＣＯ２の抑制、地元に対する理解の深まりなどにもつながる重要な

ことであるため、地産地消を促す取り組みが必要です。 

 

 

 

□2  三笠市で生産された食品を買わない理由について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

５歳児保護者６０.０％、小学生保護者３０.０％が食品を購入する際に価格に注目し

ている。 

 

30.0%

60.0%

30.0% 30.0%

20.0%

10.0%

20.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学生保護者

5歳児保護者

価格が高い（安ければ買う） どこで売られているのか分からない

食品の産地を気にしていない その他

無回答
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日本の伝統的な和食文化を守り、伝えることは、食生活の文化的な豊かさを将来にわた

って支える上で重要であるとともに、地域活性化や食料自給率の向上につながるなど、持

続可能な食に貢献することが期待されています。 

国の第４次食育推進基本計画では、郷土料理や伝統料理を月１回以上食べている国民の

割合の目標値を５０％以上※１としており、継続して日本の伝統料理や行事食を伝えていく

ことが必要です。 

 

 

 

食文化は親から子へと受け継がれていくものであり、季節や暦にあった食事が伝承されて

いるか調査し、食文化継承を促す対策を考えるため、以下の質問を行いました。 

 

□3  日本の伝統料理や行事食を食べますか  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５歳児保護者７２.２％、小学生保護者６０.４％（普段の日も食べる・行事の時は食

べるに該当した人）が伝統料理や行事食を食べる習慣がある。 

 

14.6%

22.2%

45.8%

50.0%

31.9%

16.7%

4.2%

11.1%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学生保護者

5歳児保護者

普段の日も食べる 行事の時は食べる たまに食べる 食べない 無回答

参考※１ 農林水産省   
第４次食育推進基本計画 
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 食生活が自然の恩恵の上に成り立つことを意識し、食の循環が環境へ与える影響に配慮

することが必要です。食品ロスは食べ物を無駄にするだけではなく、処分する際にＣＯ２

を排出するなど環境負荷にもつながります。 

国の第４次食育推進基本計画では食品ロス削減のために何らかの行動をしている国民

の割合の目標値を８０％以上※１としており、食品ロス削減のための行動を促す取り組みが

必要です。 

 

 

 

３ 食品ロスについて 

 

 食品ロス削減のために行動している人の割合やその行動内容を調査し、食品ロス削減に向

けた対策を考えるため、以下の質問を行いました。 

 

□1  食品ロス削減のため何らかの行動をしていますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

高齢者５６.０％が食品ロス削減のための行動をしている。 

56.0% 34.7% 9.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高齢者

はい いいえ 無回答

参考※１ 農林水産省   
第４次食育推進基本計画 
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食品ロス削減のために行っていることとして、食べ残しをしないようにしている人が最

も多く、続いて食べきれる量を盛る、外食時に食べきれる量を注文するという順に多い結

果となっています。しかし、このほかにも様々な食品ロス削減のための行動をとるよう、

今後も周知することが必要です。 

 

 

 

□2  食品ロス削減のため、どのようなことを一番心がけて行っていますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高齢者４５.２％が食べ残しをしないように意識している。 

45.2% 33.3%

4.8% 2.4%

14.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高齢者

食べ残しをしない 食べきれる量を盛る 外食時に食べきれる量を注文する その他 無回答
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家族で一緒に食事をすることは、子どもにとって食事のマナーや食文化などを知る機会

としても重要であるため、継続して共食の重要性を啓発していく取り組みが必要です。 

 

 

 

（３）食と環境 

 

１ 共食について 

 

 食事の習慣やマナーなどを身に付ける上で家庭内での共食は重要な食育であることから、

子どもと一緒に食事をすることや家庭での食育に対する意識を調査し、共食などを促す対策

を考えるため、以下の質問を行いました。 

 

□1  家族で一緒に食事をすることが重要だと思いますか  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５歳児保護者９４.４％、小学生保護者８４.０％が、家族で一緒に食事をすることが

重要だと思っている。 

 

84.0%

94.4%

11.8%

2.1%

5.6%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学生保護者

5歳児保護者

重要だと思う 少し重要だと思う あまり重要だと思わない 思わない 無回答
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となっています。食事のマナーや作法は一緒に食事をする相手への気遣いや食べ物への感

謝の気持ちなどにつながるため、重要性を啓発していく取り組みが必要です。 

 

 

 

□2  食事のマナーや作法は重要だと思いますか  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５歳児保護者８８．９％、小学生保護者８１.９％が食事のマナーや作法が重要だと思

っている。 

 

81.9%

88.9%

16.0%

11.1%

0.7% 1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学生保護者

5歳児保護者

重要だと思う 少し重要だと思う あまり重要だと思わない 思わない 無回答
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食中毒や食物アレルギーなどの危険は私たちの身近に存在しており、食の安全に関する

知識を持つことは、これらの危険から自分自身を守るために重要です。 

国の第４次食育推進基本計画では、食品の安全性について基礎的な知識を持ち、自ら判

断する国民の割合の目標値を８０％以上※１としており、食の安全に関する知識を持つ人を

増やすことを目指した取り組みが必要です。 

 

 

 

２ 食の安全について 

 

食の安全についての知識があるか調査し、食の安全に対する意識の改善に向けた対策を考

えるため、以下の質問を行いました。 

 

□1  あなたは、健康に悪影響を与えないために、どのような食品を選択すると良いかや、ど

のような調理が必要かなどの知識があると思いますか  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５歳児保護者５５．６％、小学生保護者６６．６％、高齢者７７．０％（思う・少し

思うに該当した人）が食の安全に関する食品選択や調理方法などの知識を持っている。 

33.8%

15.2％

5.6%

43.2%

51.4%

50.0%

26.4%

33.3%

10.8%

5.6%

11.1%

12.2%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高齢者

小学生保護者

5歳児保護者

思う 少し思う あまり思わない 思わない 無回答

参考※１ 農林水産省   
第４次食育推進基本計画 
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食品を備蓄している割合は年齢が高くなるにつれて低くなり、高齢者では５０．０％と

なっています。備蓄は災害時の食料として生命をつなぐために重要であることから、家庭

での備蓄を啓発していく取り組みが必要です。 

 

 

 

３ 災害への備えについて 

 

 食事は私たちが生きる上で欠かせないものであり、災害時に自らの命を守るため、食品の

備蓄をしている人の割合や栄養バランスを考えて備蓄食品を用意しているか調査し、備蓄状

況の改善に向けた対策を考えるため、以下の質問を行いました。 

 

□1  あなたの家庭では災害時に備え、食品を備蓄していますか  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５歳児保護者７２.２％、小学生保護者５６.９％、高齢者５０.０％が食品を備蓄して

いる。 

50.0%

56.9%

72.2%

36.5%

41.0%

27.8%

13.5%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高齢者

小学生保護者

5歳児保護者

はい いいえ 無回答
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 災害時は炭水化物ばかりの食事になりやすく、栄養バランスを考慮しないと体調不良や

病気になる可能性があります。そのため、不足しがちなビタミン・ミネラル・食物繊維な

どを摂取できるようバランス良く備えることが重要であり、備蓄する食品の選び方や量な

どを啓発していく取り組みが必要です。※１ 

 

 

□2  どのような食品を備蓄していますか  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主食や主菜と比べると副菜を備蓄している割合は、５歳児保護者４４.４％、小学生保

護者２７.８％、高齢者２８.０％となっている。 

50.0%

72.2%

72.2%

44.4%

38.9%

5.6%

45.1%

50.7%

49.3%

27.8%

29.2%

1.4%

34.7%

38.7%

38.7%

28.0%

16.0%

2.7%

5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

水やお茶

主食

主菜

副菜

お菓子

その他

無回答

5歳児保護者 小学生保護者 高齢者

参考※１ 
農林水産省   
災害時に備えた 
食品ストックガイド 


